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国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業

や
農
業
な
ど
の
方
が
加
入
す
る

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
制
度

で
す
。

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金
に
は
、

福
島
県
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か

ら
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
そ

の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
を
免
除

（
一
部
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・

若
年
者
納
付
猶
予
な
ど
を
含

む
）さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
月
の
掛
金
額
や
将
来
の
年

金
額
は
、
年
齢
、
性
別
、
加
入

す
る
年
金
の
種
類
、
口
数
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
年
金
の

種
類
は
終
身
年
金
を
基
本
に
自

由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
掛
金
は
、
全
額「
社

会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に
な

り
、
受
け
取
る
年
金
も
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
ー
６
５
ー
４
１
９
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://hom
epage2.

nifty.com
/nenkinkikin/

国民年金基金制度のご案内 国民年金基金制度のご案内 ～国民年金第１号被保険者の皆さんへ～～国民年金第１号被保険者の皆さんへ～

　

平
成
21
年
１
月
14
日
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
平

成
20
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票（
以
下「
源
泉
徴
収
票
」）

が
全
国
一
律
で
発
送
さ
れ
ま
し

た
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
際
の
添
付
書
類
等

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受

付
は
、
電
話
及
び
お
近
く
の
社

会
保
険
事
務
所
、
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
】

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

☎
０
３
ー
６
７
０
０
ー
１
１
６
５

　

社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
来

訪
し
再
交
付
を
申
請
す
る
場
合

は
、
次
の
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
ご
本
人
が
申
請
す
る
場
合
】

▽
基
礎
年
金
番
号・
年
金
コ
ー
ド

が
確
認
で
き
る
年
金
証
書
等

【
ご
本
人
以
外
の
方
が

　
　
　
　
　

申
請
す
る
場
合
】

▽
再
交
付
を
希
望
す
る
方
の
年

金
証
書
等

▽
委
任
状

▽
依
頼
を
受
け
た
方
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免

許
証
等
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
　

平
成
20
年
分
公
的
年
金
等
の 

 

源
泉
徴
収
票
が
発
送
さ
れ
ま
し
た

　

僕
が
高
い
山
に
初
め
て
登
っ

た
の
は
矢
大
臣
山
で
し
た
。
小

学
生
の
遠
足
で
、
湯
沢
か
ら
山

を
目
指
し
て
歩
き
、
汗
を
掻
き

な
が
ら
約
２
時
間
、
山
頂
に
着

く
途
中
に
山
ツ
ツ
ジ
が
美
し
く

咲
い
て
い
た
の
が
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
本
格

的
に
登
山
を
目
指
し
た
の
は
会

社
に
入
っ
て
か
ら
。
登
山
サ
ー

ク
ル
会
の
仲
間
達
と
鳩
待
峠
か

ら
小
至
仏
山
、
至
仏
山
の
山
頂

に
向
か
う
途
中
の
花
の
百
名
山

に
も
名
を
連
ね
る
山
で
し
た
。

　

森
林
が
低
く
陽
当
り
が
良
く

高
山
植
物
に
と
っ
て
は
良
い
場

所
の
よ
う
で
、
花
畑
が
広
が
り
、

オ
ゼ
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ヒ
ナ
ウ
ス

ユ
キ
ソ
ウ
、
シ
ブ
ツ
ア
サ
ツ
キ

な
ど
数
多
い
多
彩
な
花
々
が
咲

き
、
登
山
者
を
迎
え
て
く
れ
る

至
仏
山
は
２
，２
８
８
メ
ー
ト
ル

の
山
。

　

山
頂
に
着
く
と
見
晴
ら
し
も

良
く
、
尾
瀬
ケ
原
の
全
景
が
広
々

と
広
が
り
、
湿
原
の
な
か
に
池

塘
の
水
が
光
り
美
し
く
木
道
を

照
ら
し
ま
す
。

　

仕
事
も
忙
し
く
登
山
も
な
か

な
か
で
き
な
く
な
り
、
山
を
見

る
た
び
に
、
い
つ
か
ま
た
山
に

登
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

月
日
も
な
が
れ
、
中
高
年
に

な
っ
て
仕
事
の
余
裕
も
で
き
、

足
腰
を
鍛
え
る
た
め
に
丹
沢
の

山
々
を
妻
と
妻
の
友
達
で
山
歩

き
を
し
な
が
ら
体
を
鍛
え
て
、

雲
取
山
を
始
め
、
草
津
白
根
、

木
曽
駒
ケ
岳
、
北
岳
、
白
馬
、

大
菩
薩
嶺
、
白
山
、
大
雪
山
な

ど
毎
年
２
回
ほ
ど
高
い
山
々
を

登
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
く
高
山

植
物
の
花
も
色
々
と
違
う
の
が

魅
力
的
で
、
登
山
で
疲
れ
た
体

を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
高
年
老
に
と
っ
て
、
山
歩

き
は
精
神
的
・
肉
体
的
に
元
気

に
老
い
る
た
め
の
格
好
の
ス

ポ
ー
ツ
と
い
え
ま
す
。

　

数
年
前
、
小
中
学
校
の
同
級

生
達
と
佐
藤
君
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
、
富
士
山
を
目
指
し
ま
し
た
。

新
宿
か
ら
夜
行
バ
ス
で
富
士
五

合
目
ま
で
行
き
、
バ
ス
を
降
り

た
時
に
は
雨
が
降
り
出
す
始
末
。

雨
具
を
着
て
山
頂
を
目
指
し
な

が
ら
も
、
雨
の
中
を
歩
く
た
め

足
も
体
も
疲
れ
た
た
め
、
八
合

目
の
山
小
屋
で
仮
眠
を
取
り
ま

し
た
。
雨
も
あ
が
っ
た
の
で
一

路
山
頂
へ
、
山
頂
に
着
く
と
山
々

の
見
晴
ら
し
も
よ
く
、
登
山
の

疲
れ
も
忘
れ
友
達
と
喜
び
あ
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
思
い
出
か
ら
、
小
学

校
の
と
き
に
登
っ
た
矢
大
臣
山

の
山
開
き
に
は
、
今
年
は
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

登
山
の
楽
し
み

今
泉　

克
司

（
夏
井
出
身
・
神
奈
川
県
支
部
）


